
 

地方独立行政法人堺市立病院機構（以下「法人」という。）における下記案件に係る一般競争入札

を実施するため、法人契約規程（平成２４年制定。以下「規程」という。）第４条の規定に基づき、次の

とおり公告する。 

 

令和４年１月１７日 

地方独立行政法人堺市立病院機構 

理事長  門田 守人 

 

１ 入札に付する事項 

案 件 名 在宅用酸素供給装置等賃貸借業務 

仕 様 等 仕様書のとおり 

履 行 場 所 法人の指定する場所 

履 行 期 間 令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで 

業務担当部署 法人本部 事務局 総務室 

入 札 方 法 郵便による紙入札 

契 約 方 法 単価契約 

最低制限価格 設定しない 

資 格 審 査 落札候補者決定後に行う。 

 

２ 契約担当部署 

郵 便 番 号 ５９３－８３０４ 

所 在 地 大阪府堺市西区家原寺町１丁１番1号 

所 属 地方独立行政法人堺市立病院機構 法人本部 事務局 法人運営室 

電 話 番 号 等 
電 話 ０７２－２８９－７０３１ ＦＡＸ ０７２－２７２－９９１１ 

E-mail nyusatsu@sakai-hospital.jp 

 

３ 入札参加資格 

当該案件への入札に参加する者（以下「入札者」という。）は、次の全ての要件を満たしていなければな

らない。 

（１）規程第３条及び法人契約規程実施細則（平成２４年制定。以下｢実施細則」という。）第２条の規定に

該当しない者 

（２）会社更生法（平成１４年法律第１５４号）第１７条に規定する更生手続開始の申立て（同法附則第２

条の規定によりなお従前の例によることとされる更生事件に係る同法による改正前の会社更生法（昭和

２７年法律第１７２号。以下「旧法」という。）第３０条に規定する更生手続開始の申立てを含む。）が

なされている者（同法第１９９条に規定する更生計画認可の決定（旧法第２３３条に規定する更生計画

認可の決定を含む。）を受けている者を除く。）又は民事再生法（平成１１年法律第２２５号）第２１条

に規定する再生手続開始の申立てがなされている者（同法第１７４条に規定する再生計画認可の決定を

受けている者を除く。）等経営状態が著しく不健全でない者 

（３）法人税又は所得税及び消費税並びに地方消費税に未納がない者 

（４）堺市暴力団排除条例（平成２４年条例第３５号）第２条第１号から第３号に該当しない者 

（５）次のいずれにも該当しない者 

ア 堺市入札参加有資格者の入札参加停止等に関する要綱（平成１１年制定）による入札参加停止若し

くは入札参加回避の措置を受けている者又は同要綱別表各号に掲げる措置要件に該当すると認めら

れる者（同要綱別表各号に掲げる措置要件に該当し、その措置期間に相当する期間を経過したと認

められる者を除く。） 

イ 堺市契約関係暴力団排除措置要綱（平成２４年制定）による入札参加除外を受けている者 
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（６）仕様書に基づき、信義に従い誠実に業務を履行できる者 

 

４ スケジュール等 

（１）入札関係書類 

配 布 期 間 公告日から令和４年２月１３日 １７時まで 

配 布 方 法 

法人ホームページからダウンロードすること。 

http://www.sakai-city-hospital.jp/bid/index.php 

※窓口及び郵送等での配布は行わない。なお、仕様書別紙２～６については入札者のみに

電子メールにて配布する。 

（２）質疑の申請 

申 請 期 間 公告日から令和４年２月１３日 １７時まで 

質 疑 方 法 
前記「２ 契約担当部署」に様式１「入札に関する質疑書」を電子メールにて送付するこ

と。なお、電子メールの着信確認は、送信者の責任において行うこと。 

回 答 日 
令和４年２月２０日 

※法人ホームページにおいて公表する。 

（３）入札書の提出 

提 出 期 間 令和４年２月２１日から令和４年２月２８日 １７時まで 

提 出 方 法 
前記「２ 契約担当部署」宛に一般書留郵便又は簡易書留郵便により郵送すること。 

※別紙１を必ず参照すること 

（４）開札 

開 札 日 令和４年３月１日 １１時００分 

場 所 堺市立総合医療センター４階会議室１（前記「２ 契約担当部署」の所在地に同じ） 

 

５ 入札方法等 

（１）入札書の提出 

 様式２「入札書」及び「内訳書」に入札金額及び必要事項を記入のうえ、前記「４（４）入札書の提

出」のとおり提出すること（「入札書」及び「内訳書」は一連のものと取り扱い、袋とじ又はホッチキス

留めとし、割印を付すこと）。なお、様式３「入札担当者連絡先」を必ず同封すること。 

（２）再度入札 

１回目の開札において、予定価格の範囲内の入札がなかった場合は、２回目の入札を実施するので、１

回目と同様の方法で入札書を提出すること。 

提 出 期 間 令和４年３月１日から令和４年３月７日 １７時まで 

開 札 日 令和４年３月８日 １１時００分 

場 所 堺市立総合医療センター４階会議室１（前記「２ 契約担当部署」の所在地に同じ） 

（３）入札書に記載する金額 

入札は、各物品の賃貸借に関する1カ月あたりの単価に、各々の年間予定数量を乗じた額の総合計金額

で行う。記載する単価には、仕様書に記載する業務遂行に必要となる一切の費用を含むこと。 

（４）入札書記載時の注意事項 

   ア 入札書右上日付欄には入札書作成日を記載すること。 

   イ 入札金額及び入札金額内訳は消費税及び地方消費税の相当額（以下「消費税等相当額」という。）

を含まない金額を記載すること。 

   ウ 金額の一桁上位には必ず￥マークを記載すること。 

http://www.sakai-city-hospital.jp/bid/index.php


 

   エ 訂正印を用いて金額等の訂正はしないこと。訂正が必要な場合は新たな用紙で作成すること。 

   オ 数字の二重書きはしないこと。 

   カ 入札書には、会社の所在地（住所）、名称（商号）及び代表者職氏名を記入し、使用印鑑を鮮明に

押印すること。 

（５）落札金額 

落札決定に当たっては、入札書に記載された金額に消費税等相当額を加算した額 （当該金額に１円未満

の端数があるときはその端数金額を切り捨てた金額）をもって落札金額とする。 

 

６ 入札執行の中断、延期、中止等 

入札執行の前又は執行中に、次のいずれかの事由が生じ、入札の執行が困難又は執行すべきでないと認め

られるときは、入札の執行を中断、延期、中止する場合がある。 

（１）天災地変等が発生したとき。 

（２）有力な証拠をもって、入札執行を中断等すべきと判断するに相当する談合その他不正行為に関する通報

があったとき。 

（３）その他やむを得ない事由により入札の執行を中断等すべきと判断したとき。 

 

７ 入札の無効に関する事項 

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。 

（１）入札に参加する資格を有しない者のした入札 

（２）入札書封筒に記名押印がないとき。その他必要な記載事項を確認できないとき 

（３）入札書に記名押印がないとき。その他必要な記載事項を確認できないとき 

（４）入札金額を訂正したとき 

（５）入札書と入札書封筒の件名が一致しないとき 

（６）一般書留郵便又は簡易書留郵便以外の方法で届けられたとき 

（７）郵送封筒を開封した際に、入札書封筒が封かんされていないとき又は郵送封筒に入札書が直接入ってい

るとき 

（８）１つの封筒に２つ以上の入札書が封入されていたとき 

（９）入札書提出期限までに提出が確認できないとき 

（１０ ）最低制限価格を設定した場合において、これを下回る価格で行った入札 

（１１ ）再度入札を実施した場合において、前回最低金額 と同額以上の価格で行った入札 

（１２ ）明らかに履行ができない 又は法令違反のおそれがあり契約内容に適合した履行ができない 

と認められる低い価格で行った入札 

（１３）落札候補者になったにもかかわらず、事後審査書類を提出期限内に提出しない者又は事後審査の結

果、入札参加資格を満たしていないことが判明した者が行った入札 

（１４）入札に関し不正な行為を行ったとき、又は不正な行為が行われたおそれが非常に強いとき 

（１５）その他、入札に関する条件に違反したとき 

 

８ 開札の立会いに関する事項 

（１）入札者が開札に立ち会う場合は使用印鑑、代理人が開札に立ち会う場合は様式６「委任状」及び委任状

において届け出る受任者印をそれぞれ持参すること。 

（２）開札に入札者又はその代理人が立ち会わないときは、当該入札事務に関係のない当機構職員が立ち会う

ものとする。 

（３）開札時間に遅刻したとき又は使用印鑑（代理人が立ち会う場合においては委任状及び受任者印）を持参しない

ときは、開札に立ち会うことができない。 

 

９ 落札候補者の決定 

（１）開札後、予定価格の制限の範囲内で最低の価格をもって入札をした者を落札候補者とする。 

（２） 落札候補者となるべき同価格の入札をした者が２者以上あるときは、くじにより落札候補者を決定す

る。 

（３）開札の結果は入札者に電子メールにて通知する。 

 



 

１０ 事後審査 

（１）落札候補者が前記「３ 入札参加資格」を有する者であるか審査する。 

（２）落札候補者は落札候補者として決定した旨の通知を受けた日の翌日から起算して３日後（堺市の休日に

関する条例（平成２年条例第２０号）第２条第１項各号に掲げる日を除く。）の午後５時まで（郵送の場

合は必着）に次の書類を前記「２ 契約担当部署」まで提出すること。 ただし、特別の事由により、法人

がやむを得ないと認める場合はこの限りでない。なお、審査に要する費用は落札候補者の負担とする。ま

た、審査書類の返却は一切行わない。 

ア 法人にあっては登記事項証明書（履歴事項全部証明書又は現在事項全部証明書）若しくは登記簿謄本

の原本又は写し（発行後３か月以内のものに限る。） 

イ 法人にあっては印鑑証明書、個人にあっては印鑑登録証明書（発行後３か月以内のものに限る。）の

原本（写し不可） 

ウ 納税証明書の原本又は写し（法人にあっては法人税、消費税及び地方消費税について未納税額がない

ことを証明するもの、個人にあっては所得税、消費税及び地方消費税について未納税額がないことを証

明するものであって、発行後３か月以内のものに限る。） 

エ 様式４「使用印鑑届」（「本店」が入札に参加する場合） 

オ 様式５「使用印鑑届兼委任状」（「本店以外」が入札に参加する場合） 

（３）落札候補者が堺市物品調達、委託等入札参加資格登録事務取扱要綱（平成１６年制定）又は堺市建設工

事等入札参加資格登録事務取扱要綱（平成２０年制定）に基づく入札参加資格を有している場合は、（２）

ア及びウの提出は不要とする。 

（４）審査書類に疑義が生じた際は、法人は審査に必要と判断した書類を追加で求めることがある。法人が追

加書類を求めた際は、入札者は速やかに該当書類を提出すること。 

（５）落札候補者の行った入札が事後審査の結果無効となった場合、無効となった者を除き、予定価格の制限 

の範囲内で最低の価格をもって入札をした者を落札候補者とする。また、くじにより落札候補者を決定し

たときは、無効となった者を除き、くじによる審査順位が最も高いものを落札候補者とする。 

（６）事後審査の結果、入札参加資格を有すると認めるときは、その者を落札者として決定し、落札者にのみ、

口頭又は書面により落札決定の通知を行うものとする 。 

 

１１ 契約に関する事項 

（１）落札者は、落札決定の通知を受けた後は、速やかに記名押印した契約書その他契約に必要な関係書類

を提出しなければならない。 

（２）落札者が関係書類の提出日までに入札参加資格を満たさなくなった場合は、契約を締結しないものと

する。 

（３）契約手続において使用する言語及び通貨は、日本語及び日本国通貨に限る。 

 

１２ 契約保証金に関する事項 

落札者は、法人との契約の締結前に、契約保証金を納付しなければならない。ただし、規程第２８条に

該当する場合は、免除する場合がある。 

なお、保証に係る契約保証金の額は、契約金額（単価契約の場合は支払予定総額）の１００分の３以上

の額とする。 

 

 

１３ 違約金に関する事項 

落札者が正当な理由なく期限までに契約を締結しないときは、落札金額（入札書の１．入札金額に記載

された金額に消費税等相当額を加算した金額（当該金額に１円未満の端数があるときはその端数金額を切

り捨てた金額））の１００分の３に相当する額の違約金を徴収するものとする。 

 

１４ その他 
（１） この調達は、ＷＴＯに基づく政府調達に関する協定の適用を受けるものである。 

（２） 本件の入札手続きにおける入札参加資格の確認その他の手続きに関し、法人政府調達苦情検討委員会に苦

情の申し立てをすることができる。 

（３） 第三者から申請者の入札参加資格に関し、疑義がある旨の通報等があった場合は、当該入札の結果如何に



 

かかわらず、当該申請者の入札参加資格に関する調査を再度実施することができるものとする。入札参加

者は、入札に関連する書類を熟読し、関係法令並びに規程、実施細則を遵守しなければならない。 

 
１５ Ｓｕｍｍａｒｙ 

（１） Nature of the services to be inquired: 

Lease of home oxygen supply equipment 
（２） Service period:From 1 April 2022 to 31 March 2023 

（３） Service place: The place specified by the contracting entity 

（４） Time-limit for participating in the tendering procedures:28 February 2022 

（５） Time-limit for tender: 28 February 2022 

（６） Contact point for the notice: 

Sakai city hospital organization 

Corporate management division 

1-1-1，Ebaraji-cho，Nisi-ku，Sakai，Osaka，Japan 

Zipcode：593-8304 

Tel：8172-289-7031 

 

 

  



仕様書 

 

 本仕様書は、地方独立行政法人堺市立病院機構（以下「甲」という。）における在宅用酸素供

給装置等賃貸借について必要な事項を定める。 

 

１．件 名 堺市立総合医療センター在宅用酸素供給装置等賃貸借 

２．履 行 場 所  甲の指定する場所 

３．履 行 期 間  令和４年４月１日から令和５年３月３１日まで 

４．納 入 方 法  賃貸人（以下「乙」という。）は、主治医が発行する処方指示書により、指定さ

れた場所に設置し調整を行った上、取扱説明書とともに患者に対して、使用方

法、装置の不具合発生時の措置方法等を十分説明の上納入すること。 

５．借上げ機器 対象機器、仕様及び年間予定数量は次のとおりとする。また、数量については

状況により増減する可能性がある。なお、各機器の付属品、消耗部品等の提供

に関しては無償とし、患者に負担させてはならない。 

 ※年間予定件数：月ごとの貸出件数の総数 

 

対象機器 仕様 
年間予定

件数※ 

酸素濃縮装置 

（携帯型濃縮装

置含む） 

 本体、延長チューブ、カニューラ（又は酸素マスク）によ

り構成されていること。 

 酸素濃度（90％以上）を酸素流量 0.25～7 ㍑/分（ｶﾀﾛｸﾞ

値）までの広範囲で処方できること。 

 運転状況を常時モニタリングする装置を設置し、患者が気

付かない時にも対応できる体制を作ること。 

 機器の不調を音声で知らせる機能を有していること。 

 携帯型濃縮装置については５㎏以下であり設定流量は連続

0.5～1L、同調 1L～4L の設定が可能であり、予備バッテリ

ーを提供できること。 

273 

携帯用酸素 

ボンベ 

 酸素ボンベ、流量設定器本体、呼吸同調式デマンドバルブ

との接続チューブにより構成されていること。 

 携帯用酸素ボンベはアルミ合金でできた内筒とし、その外

側を高強度繊維で多層に巻きつけた構造を持つ、超軽量圧

力容器であること。 

 院内の外来に予備のボンベを常備すること。 

238 

呼吸同調式デマ

ンドバルブ 

（呼吸同調レギ

ュレーター含

む） 

 本体のみで構成されていること。 

 設定流量は、0.5～7L の設定が可能であること。また、同

調連続モードへの切り替えが可能であること。 

 吸気確認が出来なかった際、警報がなること。 

 電池切れの際、警報がなること。 

208 



６．保 守 点 検 

（１）機器の維持管理 

 酸素濃縮装置は１年に２回、流量、濃縮の点検及びフィルターの点検を実施すること。 

 酸素ボンベは１年に４回パッキンの交換を行うこと。 

 点検の実施は機器に精通した専門スタッフが実施すること。 

（２）支援体制 

① ２４時間対応 

 ２４時間３６５日、故障、不具合等の対応を行うこと。 

 コールセンター所在地が震災にあった際などであっても、常時電話がつながる体制を作

ること。 

  ② 緊急対応 

 転居や外出時（旅行など）のトラブルに対して、各営業所から患者を支援できる体制を整

備すること。 

  ③ 災害対応 

 災害時等にも途切れなく患者に対して機器の供給及びサポートを提供できるようＢＣＰ

（事業継続計画）を作成していること。 

 堺市周辺で被災があった際に当院で通院以外の患者に対しても酸素濃縮装置や酸素ボン

ベの供給ができるように全国から支援すること。 

  ④ 衛生管理 

 患者に貸し出す機器類は消毒を行った上で納品すること。 

  ⑤ スタッフの研修 

 年に１回以上、スタッフに対して研修を実施すること。研修内容には対象疾患の症状、治

療法、機器の専門知識、感染予防、患者対応の内容が含まれていること。 

  ⑥ 個人情報保護 

 患者の個人情報が漏洩することがないようにすること。 

７．そ の 他 

 履行期間終了後、引き続き在宅酸素濃縮装置等を使用する必要のある患者がいる場合は、

甲乙協議の上、別途契約を締結し、当該装置等の使用を継続する。 

 契約単価には設置に伴う機器の搬入・搬出・据付等の一切の費用を含む。 

 本仕様書に記載されていない事項であっても、現場の状況に応じ臨機応変に対応すること。 



 

別紙１ 

「入札書封筒」および「郵送封筒」の宛名書き（参考） 

 

 下記の宛名書き用紙を参考にし、①「入札書封筒」を②「郵送封筒」に封入のうえ、一般書留郵便または簡

易書留郵便にて郵送してください。 

 

①入札書封筒 
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（表） （裏） 
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件名、入札日を記入

してください。 

 

張り合わせ箇所を、 

入札書に押印した印鑑

と同じ印鑑で封印して

ください。 

 

会社の住所、商号又は

名称及び代表者職氏

名を記入してくださ

い。 
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②郵送封筒 
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（表） （裏） 

※ 入札書在中と書留は、朱書にしてください。 

※ 事業者の個別郵便番号であるため、住所の記載は不要。 



 

別紙２ 

郵便入札の注意事項 

 

郵便による入札においては、地方独立行政法人堺市立病院機構契約規程並びに契約規程実施細則、その他公告記

載事項を承知の上、参加してください。 

 

１． 郵送するにあたって 

入札書の提出方法は次のとおりです。郵送する前に誤りがないか十分確認してください。 

（１） 入札書には、金額、所在地、商号又は名称及び代表者職氏名を記入し、使用印鑑を鮮明に押印してください。 

（２） 入札書は任意の封筒（以下「入札書封筒」という。）に入れ、封かんしてください。なお、入札書封筒表面に

件名、入札日を、裏面に所在地、商号又は名称及び代表者職氏名を記入し、使用印鑑を鮮明に押印（裏面割印）

してください。 

（３） 入札書封筒に封かんした入札書を郵送封筒に入れ、差出人欄を記入のうえ、「書留郵便（一般書留郵便又は簡

易書留郵便）」を利用し、別途入札公告で指定した提出先へ郵送してください。なお、入札が終わるまで差出控

えは保管してください。 

（４） 様式３「入札担当者の連絡先」を郵送封筒に同封してください。 

（５） 郵便による入札に係る費用については、入札者の負担とします。 

 

２． 提出期限 

郵便による入札書の提出期限は、別途入札説明書で指定した日を必着とします。なお、所定の日時までに入札書が

到着しないときには、当該入札に参加することができません。 

 

３． 入札書の引換等の禁止 

一度提出された入札書の書換え、引換え及び撤回はできません。 


